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都市軸道路利根川橋梁(仮称)の 

新規事業化に関する要望書 

 埼玉県三郷市から千葉県を経由し茨城県つくば市を結ぶ都市軸道路

は、つくばエクスプレス（TX）と連動して、未来志向のまちづくりの基

盤となり、埼玉・千葉・茨城３県連携の軸となる広域的な幹線道路です。 

これまで、都市軸道路については、令和５年１１月に埼玉県と千葉県

を結ぶ三郷流山橋有料道路が開通し、令和６年７月には茨城県つくば 

みらい市からつくば市までの区間が開通するなど、全線開通に向け、

着々と整備を進めており、千葉県、茨城県の残る未着手区間は利根川渡

河部のみとなっております。 

千葉県及び茨城県の TX 沿線地域では、鉄道の整備に併せてまちづく

りが進められ、平成 17 年 8 月の TX 開業後、TX 沿線地域を中心とした大

規模な住宅・商業エリアの整備、広域的な道路ネットワ－クの構築が

着々と進められており、地域の発展、人口の増加が図られております。  

なかでも都市軸道路周辺の千葉県柏市の柏の葉周辺や、茨城県守谷市の

守谷 SA 周辺においては、区画整理などの開発が進められているほか、

茨城県つくばみらい市においても、新たに工業団地が整備され企業の立

地が決定するなど、今後も持続可能なまちづくりが進められているとこ

ろです。 

一方、千葉県柏市と茨城県守谷市周辺の利根川渡河部においては、 

一般道の渡河橋梁の間隔が最大で約１３キロメートルと広く、その限ら

れた橋梁に交通が集中していることから、慢性的に混雑が発生し、県境

間の交流・連携、物流などの妨げとなっております。今後のまちづくり

の進展に伴い、更なる人口増加、経済活動の発展が見込まれており、将

来的に発生する交通需要への対応が必要となっております。 

また、都市軸道路の利根川渡河部が開通することで、首都直下地震な

どによる災害時の救命活動や復旧活動におけるリダンダンシーの確保

が図られ、常磐自動車道や国道６号などとあわせて、防災・減災、国土

強靱化に資する道路としての役割が期待されます。 

つきましては、「都市軸道路利根川橋梁(仮称)」の早期整備に向け、 

次の事項について、特段のご高配を賜りますよう要望します。 



１ 緊急輸送道路である常磐自動車道を補完し、千葉県・茨城県にまた

がる地域の国土強靱化に資する都市軸道路利根川橋梁(仮称)新設

事業を、早期に補助事業として採択し、新規事業化すること。 

１ 防災・減災、国土強靭化のための５か年加速化対策の最終年度とな

る令和７年度においても、必要な予算・財源を確保すること。 

１ 令和６年能登半島地震などの大規模地震や、今夏各地を襲った豪雨

による災害などを踏まえ、既設構造物の機能強化などを、切れ目な

く継続的・安定的に推進するため、国土強靱化実施中期計画を早期

に策定し、必要な予算・財源を通常予算とは別枠で確保すること。 

１ 激甚化・頻発化する大規模自然災害の脅威・危機に即応するための

地方整備局等の体制の充実・強化や災害対応に必要となる資機材の

更なる確保に取り組むこと。 

１ 我が国の生産性を向上させ、成長力及び国際競争力の強化、さらに

は地方創生に必要な道路整備・管理が長期安定的に進められるよう、

新たな財源の創設等により、令和７年度道路関係予算は、賃金水準

などの上昇も加味した上で、必要な予算を満額確保すること。 

 

  

令和７年１月２２日 

千葉県知事 熊谷 俊人 
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拡大図

○地域間の交流・連携強化
・千葉県、茨城県の結びつきの強化
・消防、救急における広域化、効率化

○交通混雑の緩和
・既存の橋梁に集中している交通が分散
・輸送時間短縮、定時性向上による物流の効率化

○リダンダンシーの確保
・常磐道とのダブルネットワークの構築
・災害時、渋滞時等の代替路として機能

○まちづくりの支援
・都市軸道路周辺における新たな開発、企業誘致を支援
・都市拠点としてまちづくり中の柏の葉周辺の利便性向上
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混雑度：1.45
※R３道路交通情勢調査
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